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エーテンラボ株式会社
フレイル予防事業責任者 渋⾕ 恵
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2024年1⽉25⽇

〜神奈川ME-BYOリビングラボ発〜
習慣化アプリ「みんチャレ」を活⽤した
フレイル予防事業の⾃治体展開事例



• エーテンラボ／みんチャレとは
• ⾃治体向けみんチャレフレイル予防事業の地域展開事例

⽬次 2



A10 Lab Inc.とは︖
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MISSION
テクノロジーでみんなを幸せにする

VISION
みんなが⾏動変容できる世界をつくる
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社名 エーテンラボ株式会社 （A10 Lab Inc.）

本社 東京都中央区⽇本橋⼩⾈町8番13号 天翔⽇本橋ビル2階

代表者 ⻑坂 剛

設⽴ 2016年12⽉

従業員数 約30名（業務委託・アルバイト含む）

資本⾦ 1億円

事業内容 習慣化アプリ「みんチャレ」の開発・運営
企業・健保向け保健事業、⾃治体向け介護予防事業等

株主

経営陣
株式会社 ファストトラックイニシアティブ
⼀般財団法⼈ 社会変⾰推進財団
みずほキャピタル 株式会社
ソニーグループ株式会社 等

はじめに会社概要

出社拠点の北参道オフィス
現在はフルリモート勤務

ソニーから独⽴したヘルスケアスタートアップ
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医療・ヘルスケアの課題

⾷事・運動・社会参加…
何をすれば良いかは指導できるが

続かない。
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同じ⽬標の⼈と
5⼈1組のチームに参加

⾏動変容の仕組み
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⾃⼰認知

⾏動変容

ピアサポート

続く

⾏動変容の仕組み
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寄付で
幸福度向上

⾏動変容の仕組み
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神奈川県での実証事業の結果
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⾃治体向けみんチャレフレイル
予防事業と⾃治体展開事例



習慣化アプリみんチャレを活⽤したフレイル予防事業
• ⾼齢者同⼠のピアサポートでフレイル予防が楽しく続き、互助の⼒で持続可能。
• 都市部⾃治体で導⼊され、フレイル予防に関して⼀定の効果を確認済み。

事業概要

◼ 習慣化アプリ

東京都墨⽥区
スマホ習熟を実現し、
デジタルデバイド
解消に寄与

東京都府中市
アプリ利⽤で
歩数増加︕

◼ ⾼齢者を対象とした有効性
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ICTを活⽤した⾼齢者⽀援事業のご提案

社会参加
仲間との励まし合いや
交流きっかけで

運動、⾷事への積極的かつ継
続的⾏動変容につながる

運動
報告しあう事で
歩数を意識
写真を撮りに
⾃然と外出も︕

⾷事
バランスの良い
⾷事を報告
アドバイスを
しあうことも︕

社会参加
趣味、就労
ボランティア
など

通いの場での対⾯（リアル）での社会参加を、デジタルで補強することで切れ⽬のない⽀援が可能

運 動
⾝体活動
運動など

栄 養
⾷

⼝腔機能

出典︓東京⼤学⾼齢社会総合研究機構・飯島勝⽮
フレイル予防ハンドブック

※フレイル予防３つの柱
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令和5年度 国の補助⾦を活⽤した実証実験 1

経産省の補助⾦を活⽤することで初年度費⽤（初期開発費含む）全額無償で導⼊できます

2023年9⽉〜2024年2⽉

9⽉〜2⽉

2024年3⽉

3⽉

募集チラシ

※先着25⾃治体様まで



実証地域数は、全国23⾃治体に拡⼤
（地域内訳︓北海道1、東北2、関東8、東海4、近畿3、中国2、四国1、九州2）

進捗報告｜実証地域数（2024年1⽉末時点） 16



進捗報告｜各地域でのアプリ使い⽅講座実施の様⼦ 17

◼ 講座の様⼦

東京都墨⽥区 神奈川県綾瀬市 広島県呉市

宮城県仙台市 愛知県尾張旭市 北海道幕別町

熊本県⽔俣市



みんチャレを活⽤した臨床研究

デジタルピアサポートを⽤いた⽣活習慣病予防・フレイル予防のエビデンスづくりを推進
# テーマ 研究機関名 研究内容 研究フィールド ⽅法 ステータス

1 糖尿病 東海⼤学医学部・⻄崎先⽣ 糖尿病・歩数向上検証 神奈川県・⾃治体事業参加者
患者・企業の従業員 RCT 2019年、論⽂執筆中

2 糖尿病 東海⼤学医学部・⻄崎先⽣ 糖尿病・歩数向上検証 伊勢原市・企業の従業員 RCT 2020年〜、論⽂執筆中

3,4 糖尿病 ⼭梨⼤学医学部 ⼟屋教授
（⼭梨県⽴中央病院・塩⼭市⺠病院他）

糖尿病・HbA1c低下＋体重低下効果検証 ⼭梨県・2型糖尿病患者 単群 2021年〜、論⽂執筆中

糖尿病・HbA1c低下＋体重低下効果検証 ⼭梨県・2型糖尿病患者 RCT 2023年〜実施中

5 糖尿病 神⼾市看護⼤学・稲垣先⽣ 糖尿病・⾃⼰効⼒感向上検証 神⼾市近辺・2型糖尿病患者 単群 2022年〜実施中

6,7 フレイル予防 慶応⼤学・⼩熊先⽣
⾼齢者の⾝体活動量増加検証 藤沢市・65歳以上の⾼齢者 2群⽐較 2022年〜実施中

⾼齢者の外出⽀援事業の評価（RE-AIMモデル） 藤沢市・65歳以上の⾼齢者 単群 2023年〜実施中

8 フレイル予防 千葉⼤学・近藤克則先⽣ ⾼齢者の歩数促進効果検証 墨⽥区、千葉市の⽼⼈クラブ加⼊者 RCT 2023年〜実施中

9 外出促進 福井⼯業⼤学・菊池先⽣ ⾼齢者の健康増進効果、乗合タクシー等の経済効果 あわら市住⺠ 単群 2023年〜実施中

10 特定保健指導 東海⼤学医学部・⻄崎先⽣
津下⼀代先⽣

特定保健指導積極的⽀援のアプリ利⽤効果検証
（研究名:PEER App Study） 伊勢原市・企業の従業員 RCT 2021年〜実施中

11 野菜摂取 神奈川県⽴保健福祉⼤学・⽥
中和美先⽣/カゴメ（株） ⽣活習慣病予防・野菜摂取量増加検証 神奈川県・豊橋市内・企業の従業員 RCT 2022年〜実施中

12 歩数 神奈川県⽴保健福祉⼤学・
成松先⽣ 健常者・歩数変化検証（Pilot Study） 神奈川県・⾏政職員 単群 2020年、論⽂投稿中

13 歩数 神奈川県⽴保健福祉⼤学・
成松先⽣

健常者・歩数変化検証
神奈川未来未病コホート＋みんチャレ介⼊ 藤沢市・市⺠ RCT 2021年〜実施中

14 歩数 ⻘森⼤学・⽵林先⽣ 健常者・コミットメントナッジによる歩数変化検証 静岡県・企業の従業員 クラスター
RCT 2022年、論⽂投稿中

15 リハビリ（精神、アル
コール、作業療法） 東京⼯科⼤学・友利先⽣ リハビリ・みんチャレの活⽤性検討 複数リハビリ施設・リハビリ患者 単群 2022年〜実施中

16 ADHD 肥前精神医療センター
中島先⽣ 成⼈期ADHD・時間管理 ADHD時間管理プログラム参加者 単群 2022年〜実施中
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研究体制

官

墨⽥区
⾼齢者福祉課

学

千葉⼤学
予防医学センター

産

エーテンラボ
(みんチャレ)

産

学

官
・研究フィールド協⼒
・デジタルデバイド解消・フレイル予防事業
として本取組の実施

・デジタルピアサポートアプリの効果検証
・学会発表、論⽂化

・「みんチャレ」アプリやデータの提供
・プロジェクトの推進

産学官⺠連携による共同公共事業（墨⽥区の⾼齢者⽀援事業）

⺠

墨⽥区⺠
墨⽼連

（墨⽥区⽼⼈クラブ連合会）
⺠ ・研究（事業）参加

・⽼⼈クラブやフレイル予防事業の参加者
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千葉⼤学予防医学センター近藤克則先⽣チームとの研究内容
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参加者募集

通いの場
⽼⼈クラブ

対照群

介⼊群

説明会+
アンケート

アウトカム
・歩数変化
・Well-being指標
・介護リスク点数 など

ランダム
割付

研究同意

1
週

みんチャレ
講座２回

1
週

介⼊群

対照群

事後アンケート

事後アンケート

3か⽉

みんチャレ
講座２回

歩数アプリ

スマホ講座
２回

スマホ講座
２回

みんチャレを活⽤した無作為化対照⽐較試験（RCT）
• みんチャレを利⽤する介⼊群と、みんチャレを利⽤しない対照群を⽐較。
• 群は無作為に割り振り、両群ともに前後調査を実施。
• 主要アウトカムは、3ヶ⽉後と開始前のベースラインを⽐較した歩数変化。
• 共同研究の着地⽬標︓デジタルピアサポートの⾼齢者の歩数に関する有効性の証明



エーテンラボについて／主な受賞歴

経済産業省︓ジャパンヘルスケアビジネスコンテスト2020 優秀賞受賞

内 閣 官 房︓令和4年度 冬のDigi⽥甲⼦園ネット投票部⾨7位

厚⽣労働省︓第10回健康寿命をのばそう︕アワード優秀賞/ 令和5年版 厚⽣労働⽩書 掲載

ピアサポート型習慣化アプリ「みんチャレ」を活用した
2型糖尿病の治療継続
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まだまだ志半ば…
ピアサポートによる
⾏動変容の社会実装を
推進する仲間を募集中︕
▼採⽤ページはこちら

https://recruit.a10lab.com/
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